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連続運転光格子時計と超高安定レーザーにより高精度な時系の構築

光格子時計を用いた光時系の
試験的構築

● 1０日間で９５％の稼働率の光格子時計を開発
● FPGAを用いたリロック技術により、レーザーの位相同期の自動復旧を実現
● 連続運転光格子時計とカルマンフィルターによる周波数予測により

高精度な光時系の構築をデモンストレーション

研究のねらい

日本発の技術である光格子時計は、非常に精密な周波数標準器であり、現在のセシウム原子
時計に代わり、新たな秒の定義を実現する原子時計として期待されています。しかし、何台も
のレーザーの周波数を安定化する必要のある光格子時計の連続運転は容易ではありません。そ
こで、我々は、各種光源の周波数安定化を堅牢なものとし、また万が一不安定になっても自動
で復旧する自動リロック回路を開発しました。これにより、無人でも連続運転可能な光格子時
計を開発しました。さらに、開発した光格子時計と超高安定レーザーにより高精度な時系が構
築できることを示しました。

研究内容

右上図は、我々が開発した光格子時計装置で
す。無人でも連続運転することが可能で、これ
までに１０日間で９５％の稼働率を実証しまし
た。

右下図は、光格子時計と超高安定レーザーに
よる高精度な時系の構築の概念図です。超高安
定レーザーは、短期間（～数時間）のうちに周
波数が変化（ドリフト）してしまいます。しか
し、その周波数を常に光格子時計によりモニ
ターすることで、正確な１秒を刻み続けること
ができます。

開発したYb光格子時計装置

光格子時計を用いた精密な
による時系の構築の概念図

連携可能な技術・知財

• 周波数計測技術
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本研究は横浜国立大学との共同研究です。
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